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予算の規模予算の規模

敦賀市一般会計当初予算

　　　　４０４億５，３３０万２千円

（前年比  　１億６，５７０万３千円　　０．４％増）

７年度

当初予算

６年度

当初予算
比　　較 増減率

一般会計 40,453,302 40,287,599 165,703 0.4

特別会計 13,038,148 13,575,019 -536,871 -4.0

企業会計 17,497,015 17,180,318 316,697 1.8

合計 70,988,465 71,042,936 -54,471 -0.1

（単位：千円、％）

P １



予算規模の推移（一般会計）予算規模の推移（一般会計）

一般会計の当初予算規模　　　（令和７年度は２番目）

１番　令和 5 年度　   410 億 9,687 万 3 千円（６月補正後）
２番　令和７年度　　404 億 5,330 万 2 千円
３番　令和６年度　　402 億 8,759 万 9 千円
４番　令和４年度　　373 億 7,531 万 1 千円
５番　令和２年度　　358 億 7,122 万 4 千円

P ２

※ H23、H27、R1、R5 は６月補正後（肉付け後）予算額



予算規模の推移（全会計）予算規模の推移（全会計）

全会計の当初予算規模　　　（令和７年度は 3 番目）

１番　令和５年度　　715 億 7,599 万５千円（6 月補正後）
２番　令和６年度　　710 億 4,293 万 6 千円
３番　令和７年度　　709 億 8,846 万 5 千円
４番　令和４年度　　679 億   932 万 1 千円
５番　令和２年度　　652 億 6,705 万 6 千円

P ３

※ H23、H27、R1、R5 は６月補正後（肉付け後）予算額

652.7

709.9



令和７年度敦賀市当初予算のポイント令和７年度敦賀市当初予算のポイント

４つの重点施策４つの重点施策

・令和７年度当初予算は、第 8 次敦賀市総合計画の成果目標である「将来を見据え
た人口減少対策（好循環モデル）の実現」に向け、全庁的に人口減少対策を推進す
るとともに、北陸新幹線敦賀開業の効果を最大化・持続化できるよう、敦賀のまち
づくりを進めるための予算を計上した。
・予算編成に当たっては、国県支出金の積極的な活用を図るとともに、事業目的に
応じ、ふるさと応援基金等からの繰入を行った。また、国の補正予算にあわせて事
業の一部を令和６年度の補正予算に前倒しすることにより、事業の着実な推進を
図った。

重点施策①    【子育て・教育】

重点施策②     【定住・移住】

重点施策③   【地域経済】

P ４

重点施策④ 【安心と暮らしやすさ】



１　子育ては敦賀でプロジェクト

重点施策①　【子育て・教育】

P ５

■ こどもの居場所づくり
支援事業費補助金 　　

9,927 千円
　地域の中ですべてのこどもたちが安全安心に生
活できる居場所づくりのため、こども食堂や学習
支援等に取り組む団体への支援をします。　
事業内容　

食事の支援や様々な機会体験の提供等を行う事
業の立ち上げや運営に対する支援

新

■ こどもの国リニューアル事業費 　　
213,149 千円

　子育て環境充実の一環として、こどもの国の屋
内施設のリニューアルを行うための実施設計及び
施工を行います。
　また、リニューアルにあわせて施設修繕を行い
ます。
時　期
令和８年春リニューアルオープン予定

進捗

■ 結婚支援事業費 
　　4,980 千円

　結婚を希望する方が誰でも、その希望を叶えるこ
とができるよう出会いの場の創出等を支援します。　　　
　また、「職場間の出会い」を創出する異業種交流会
を新たに開催します。
事業内容　

▶婚活モチベーション向上業務
▶マッチングシステム利用促進業務
▶出会いの場創出支援業務

一部新規



２　敦賀で育む教育プロジェクト

P ６

重点施策①　【子育て・教育】

■ 学校ＩＣＴ環境整備事業費 　　　
　　　（小）204,349 千円　（中）117,933 千円  
　令和 2 年度に整備した市内公立小中学校の学習用
端末を更新します。
購入台数　児童用 3,263 台（内予備機 185 台）
　　　　　生徒用 1,893 台（内予備機 235 台）
　　　　　計　　 5,156 台
購入単価　端末１台当たり 55,000 円（税込）

新

■ 国際理解促進事業費　　

5,697 千円
　国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）と連携し、「現
代の難民問題」をテーマとした小学校高学年向けのワー
クショップや幅広い世代を対象とした難民映画祭上映
作品の上映会等を行うことにより、世界情勢に関する
市民理解の促進を図り、平和の尊さ、命の大切さについ
て、改めて考える機会を創出します。
　また、人道の港敦賀ムゼウム開館 5 周年に合わせた
国際交流イベントを開催します。

新

提供：神田外語大学

■ 英語教育充実事業費
17,175 千円

　小学校に外国語指導助手（ALT）を配置し、児童
の英語によるコミュニケーション能力を育むととも
に、外国の文化・習慣に触れる機会を創出します。
　また、小学 3 ～ 6 年生を対象に、小学校外国語
活動支援員による外国語の授業支援を実施します。

新



重点施策② 【定住・移住】

１ 敦賀ですごすプロジェクト

P ７

■ 企業人材確保支援事業費
　　7,376 千円

市内企業の人材確保のための取組みを支援すると
ともに、市内企業に就職した方へ官民連携により奨
学金返還を支援します。

補助内容

▶企業の魅力 UP 応援補助金
　（補助率 1/2・補助上限額 50 万円）
▶企業の魅力発信応援補助金（補助率 1/2・補助上限額 20 万円）
▶就職セミナー等出展補助金（補助率 1/2・補助上限額 15 万円又は 20 万円）
▶官民連携奨学金返還支援補助金（3 年間で最大 150 万円補助）

■定住移住促進事業費
　　　　　　　　　　　19,388 千円

　定住移住を促進するため、移住定住サポートサ
イトのリニューアルを行います。また、学生への
家賃補助について、利便性や地域への経済効果の
観点から「ふくいはぴコイン」を導入します。
事業内容

▶市民及び移住者に対する情報発信
▶移住者に対する移住支援
▶福井大学敦賀キャンパス学生への家賃補助

拡

進捗



　

重点施策③　【地域経済】

■ 原子力リサイクルビジネス
　  出資金

228,000 千円

　嶺南 E コースト計画に基づき福井県が推進する、クリアランス集中処理事業を担う新会社に対して出資を行います。
クリアランス集中処理事業とは…　
　原子力発電所から廃炉に伴い発生したクリアランス推定物を集中処理・リサイクルする事業

１ 敦賀を活かす産業プロジェクト

■ 新産業団地調査事業費　 　
17,952 千円

　県営産業団地の整備が断念されたことから、
市が主体となった産業団地の整備（概ね５ha ～
20ha）を検討するため、候補地の調査を行い
ます。
調査内容　
▶現況整理
▶�需要把握調査、整備方針の検討
▶候補地の抽出、庁内検討委員会の開催
▶事業費の算出、事業手法の検討
▶基本整備計画の作成、適地の検討　等

P ８

■ デジタルマーケティング展開
　  支援事業費補助金   　　

3,000 千円
　市内事業者の稼ぐ力を高めるため、市内事業者が
行う EC サイトへの新規進出に係る初期費用を補助
し、デジタルを活用した販路拡大を支援します。
補助対象者　市内事業者
対象経費　　
　市が指定する大手 EC サイトへの新規進出に係る
初期費用（登録料及び EC サイト利用に必要な基本
利用料を初年度のみ支援）
補助額　30 万円（上限）
補助率　10/10　

拡新

新

進捗



 

■ 公設地方卸売市場運営事業費
9,249 千円

　敦賀市公設地方卸売市場について、指定管理者制度
による施設の管理・運営を行います。
　また、市場で取り扱う青果類の品質保持のため、卸
売棟にコンテナ冷蔵庫を設置します。

２ 一次産業の新ビジネス化プロジェクト

P ９

■ 大規模農業支援事業費補助金   　　
158,427 千円

　敦賀西部地区土地改良事業区域（沓見・金山・莇生野）
の大規模圃場で行う営農や、大規模ハウスによる通年出
荷型のスマート施設園芸に対して支援を行います。
強い農業づくり支援事業
▶事業実施主体
　株式会社ミライスつるが気比（認定農業者）
▶事業内容　
　土地改良区域の大規模営農に必要な乾燥調製施設
　建設に対し支援
スマートグリーン施設園芸推進事業
▶事業実施主体
　株式会社 SkyFarm 敦賀（認定農業者）

拡

一部新規

重点施策③　【地域経済】

▶事業内容　
　農業生産法人の経営安定化支援措置として、経営初期の雇用に対し支援

一部新規

■ 水産振興事業費補助金　 　　
52,257 千円

　減少傾向にある、サザエ、ヒラメ、鮎等の水
産資源の回復事業と、保護魚礁の設置等による
育成環境整備事業に対し支援を行います。
　また、現状経年劣化の見られる燃油補給施設
の整備に対し補助を行います。

一部新規



重点施策③ 【地域経済】

■ 敦賀ものがたり創出事業費
15,735 千円

（債務負担行為）21,231 千円
敦賀が誇る歴史や文化、暮らしの中に点在するキーワードやコン

セプトを洗い出し、これまでとは異なる視点からそれらを結びつけ、
敦賀の魅力を深堀する新たなストーリーを生み出します。さらに、
その成果の書籍販売等を通じ、より広く敦賀文化を発信し、全国か
らの誘客に繋げるとともに、本市を訪れた観光客の一人ひとりの関
心に合った周遊を提案します。
事業内容
　敦賀ものがたり創出支援業務
　（調査・編集・翻訳業務）
債務負担行為
　期間　令和８年度
　内容　敦賀ものがたり創出支援業務
　　　　（書籍編集・校正業務、デジタル化・操作
　　　　 アプリ開発業務）

P １０

３ 選ばれる観光、稼ぐ観光プロジェクト

■ 金ヶ崎周辺魅力づくり事業費　
674,600 千円

金ヶ崎エリアにおける賑わい創出施設等の整
備に向け、公園や駐車場等の実施設計及び整備
工事を行います。
　また、敦賀港線廃線敷の整備を行うため、基
本計画の策定を行います。
事業内容　 
▶公園等詳細設計業務
▶敦賀港線廃線敷基本計画策定業務
▶公園・駐車場等整備工事

■ 神楽通り道路空間再整備事業費 
247,671 千円

氣比神宮前の神楽通り（市道 2 号線）において、
景観に配慮した道路空間の再整備を行います。
工事内容　市道２号線道路改良工事Ｌ＝２５０ｍ

新

新

■ まちづくりアクションプログラム
　  推進事業費 

13,183 千円
令和 6 年度に策定・公表する「敦賀まちづくりア

クションプログラム」に基づき、元北小学校跡地を
含む氣比神宮周辺エリアの再整備について市民意識
調査や導入機能の検討等を行います。

新

Ⓒ OMA 無断複製転載を禁止します。

進捗

進捗

一部新規



 

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】

■ 運動公園管理運営費
157,962 千円

　総合運動公園を安全・安心な施設として維持するた
めの管理運営を行います。
　また、多目的広場を芝生化し、フィールドスポーツ
が実施できるグラウンドに改修するため、実施設計を
行います。

１ 楽しく住む敦賀プロジェクト
■ アーバンスポーツ施設整備
　 事業費　 　　

23,700 千円
　余暇の充実、健康増進等に向け、都市型スポーツ
を体感できる施設を整備するため、実施設計を行い
ます。  
事業内容　
　アーバンスポーツ施設整備実施設計

P １１

拡

■ 展示会開催費
　　　　　　　　　12,532 千円

　特別展「敦賀のみほとけ」( 仮称 ) や企画展「ジャ
クエツコレクション」など、敦賀の歴史トピック等を
取り上げて紹介します。
　また、大谷吉継をテーマとしたシンポジウムを開催
するほか、史跡体験会などを企画、開催します。
内容　
　特別展敦賀のみほとけ ( 仮称 )
　企画展ジャクエツコレクション展
　大谷吉継シンポジウム

一部新規

一部新規



■ コミュニティバス等
　  運行事業費

239,996 千円
市民が気軽に利用できるコミュニティバスを運行す

るとともに、今後の公共交通政策を検討する上での基
礎データを収集するため、GPS を活用した乗降調査を
行います。
　また、敦賀市の玄関口である JR 敦賀駅から市内の
観光地を巡るぐるっと敦賀周遊バスを継続的に運行す
るため、経費に対する補助を行います。
事業内容
▶コミュニティバス運行に係る事業費（11 路線）
▶ぐるっと敦賀周遊バス運行に係る事業費
▶バス乗降調査に係る事業費
▶乗換え検索システムに係る事業費等

２ 安心して住む敦賀プロジェクト

■ DX 推進事業費
24,209 千円

（３月補正）17,520 千円
　公式 LINE 拡張機能を導入し、情報発信やイベント
の予約等に活用するとともに、お友達キャンペーンを
実施し、お友達数の増加に取り組みます。
　また、情報発信の基盤である敦賀市ホームページを
スマートフォンでも見やすく、必要な情報にたどり着
きやすいホームページにリニューアルします。
業務内容　　
▶公式 LINE 拡張機能導入
▶公式 LINE お友達キャンペーン
▶ HP リニューアル業務

■ 交通弱者移動支援実証事業費 
15,352 千円

高齢等の理由により、コミュニティバスだけでは
日常の移動が困難な交通弱者を支援するため、一部
地域に居住する高齢者を対象とし、通院目的のタク
シー利用について運賃の一部を市が負担する、新た
な移動手段の実証事業を行います。
　また、タクシー運賃の一部を負担する際、市から
事業者への支払いに関する精算システムを導入する
ことで事務を効率化するとともに、利用者の利便性
向上も図ります。
事業内容　　
▶タクシー運賃の差額負担に係る事業費等　
▶精算システムの導入に係る事業費等

重点施策④ 【安心と暮らしやすさ】

新

P １２

新

一部新規



 

■ 健康づくり推進事業費
2,868 千円

　市民が生涯無理なく「自分に合った健康づくり」の
実践を継続できるよう『イキイキ健活！プラス 1』運
動を展開し、市民の健康意識の向上と自発的な健康行
動を促進します。
　また、株式会社平和堂との協働により、アル・プラ
ザ敦賀の店内に健康ステーションを新設します。

２ 安心して住む敦賀プロジェクト

■ 嶺南地域急性期医療体制
　  強化事業費（医療器械購入費）　 　

431,842 千円　

P １３

■ 各種予防接種費   　　

219,768 千円
　予防接種法に基づく定期予防接種に加え任意予防
接種を行い、感染症の発生及び重症化の予防に努め
ます。
　また、令和７年度から帯状疱疹ワクチンの定期接
種を開始します。

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】

　嶺南地域において急性期医療を完結できるよ
う、嶺南地域で急性期医療を主に行う医療機関が
実施する設備整備に対する県補助金を活用して医
療機器の整備を行います。
対象整備機器（16 品目）
▶磁気共鳴断層撮影装置 1 台　   　　　　　　　
▶Ｘ線テレビ装置 1 台　　　　　　　　　　　　
▶麻酔システム 1 式　　　　　　　　　　　　　
▶セントラルモニタシステム（救急室）1 式　　

新

一部新規

外 12 品目

一部新規



３ 安全になる敦賀プロジェクト
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重点施策④ 【安心と暮らしやすさ】

■ 空き家等対策事業費
12,075 千円

空き家対策として、敦賀市空き家・空き地情報バン
クの登録数及び成約件数の増加を目的とした登録物件
に関する補助等や老朽化した危険な空き家の解体費用
の一部を補助します。また、専門的な知見を有する空
家等管理活用支援法人に空き家の管理・活用に関する
相談援助業務等を委託します。

一部新規

■ 大規模盛土調査事業費  
15,000 千円

第２次スクリーニング計画に基づき、優先度の高い
大規模盛土造成地について、詳細な調査及び安定検討
を行います。　　　
業務内容　第 2 次スクリーニング調査業務
　　　　　N ＝１箇所
業務箇所　疋田地係

■ 地域防災拠点整備事業費
（３月補正）114,385 千円

市内 10 地区における公民館等を地域の防災拠点と
位置づけ、TKB（トイレ、キッチン、ベッド）を中心
とした資機材を購入し、避難環境整備を行います。
　また、平時の防災及び地域のイベント等で購入資材
活用することで、災害に備える意識を醸成し、もって
地域防災力の向上を図ります。

新

進捗



３ 安全になる敦賀プロジェクト

重点施策④　【安心と暮らしやすさ】

■ 天筒浄化センター改築事業費　 　　

160,000 千円
（継続費）400,000 千円

新

■ 管路改良事業費　
152,778 千円

　老朽管の布設替工事等を行います。
工事内容　
配水管路改良工事（昭和町 2 丁目地区外） 
消火栓設置工事（櫛川地区外）
委託内容　
天筒系配水管路改良実施設計業務委託  　
天筒配水池更新実施設計業務委託

　天筒浄化センターの老朽化した機器を更新します。
工事内容　
天筒浄化センター中央監視装置更新工事

P １５

進捗



参考資料参考資料

基金残高について基金残高について

▶Ｒ７当初でふるさと応援基金を約１６．４億円取り崩し

（令和５年度積立分の残２１．7 億円については補正予算対応）

▶Ｒ７末残高見込　　財政調整基金　　３１．３億円

　　　　　　　　　　一般会計基金　２５５．５億円

　　　　　　　　　　全会計合計　　２６７．２億円

P １６



市債残高について市債残高について
▶清掃センター整備や金ヶ崎周辺魅力づくり事業の進捗に

より建設債等の残高が増加しますが , 臨時財政対策債や企

業会計の償還が進み、全会計合計残高では減少します。

▶Ｒ７年度末残高見込　　一般会計　　３３５．２億円

　　　　　　　　　　　　特別会計　　　　０．１億円

　　　　　　　　　　　　企業会計　　２０３．５億円

　　　　　　　　　　　　合　　計　　５３８．８億円
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参考資料参考資料

ふるさと納税寄附金を活用した事業についてふるさと納税寄附金を活用した事業について

　ふるさと納税寄附金は、返礼品などのふるさと納税の事業にかかる経費を控除した残り
をふるさと応援基金に積立し、寄附者の皆様の意向に沿った事業に活用しています。
　令和７年度当初予算では、令和５年度に積み立てた３８．１億円のうち、１６．４億円を
給食費の物価高騰支援や北陸新幹線敦賀開業後の効果の最大化・持続化等に活用します。
寄附者の皆様のご厚志に改めて感謝するとともに、いただいた応援金は市民の皆様の笑顔
に繋がる事業に活用させていただきます。

①健康福祉の増進に繋がる支援 約４．０億円
介護人材の確保や健康センターの改修、結婚新生活の支援等に活用します。

健康センターの改修 結婚新生活の支援介護人材の確保

②教育文化の活性化に繋がる支援 約２．６億円
給食の物価高騰支援、文化財の保存修理、陸上競技場の改修等に活用します。

給食の物価高騰支援 西福寺の保存修理 陸上競技場の改修
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④都市基盤の充実に繋がる支援 約１．６億円
公園、最終処分場やシェアサイクルの管理運営等に活用します。

最終処分場の管理運営 公園の管理運営 シェアサイクルの管理運営

③産業観光の活性化に繋がる支援 約６．７億円

店舗の魅力向上、クルーズ客船の誘致・受入、リラ・ポートの運営・改修等に活用します。

店舗の魅力向上 クルーズ客船の誘致・受入 リラ・ポートの運営・改修

⑤安全安心なまちづくり 約１．５億円
道路や消雪設備の維持、コミュニティバスの確保等に活用します。

道路維持修繕 消雪設備の維持 コミュニティバス等の確保
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